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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
  前記特定の処理は、前記処理部以外の構成要素の処理に比べて、時間がかかる処理であ
ることを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項２】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
　前記特定の処理は、処理時間が所定時間以上の処理であることを特徴とする携帯型超音
波診断装置。
【請求項３】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
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部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
　前記特定の処理を行う構成要素を選択する操作部を備えることを特徴とする携帯型超音
波診断装置。
【請求項４】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
　前記ACアダプタがコンセントに接続されない場合、前記処理判定部は前記処理部に対し
て特定の処理を実行停止させることを判定し、前記処理部は、前記特定の処理の実行を停
止することを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項５】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
　前記ACアダプタがコンセントに接続されない場合、前記処理判定部は、前記処理部以外
の構成要素に対して特定の処理以外の処理を実行させることを判定し、処理部以外の構成
要素は特定の処理以外の処理を実行することを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項６】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部とを備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、
　各構成要素の処理において実行されなかった処理を記憶する記憶部を備え、装置起動時
に実行されなかった処理を再開することを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項７】
　バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接
続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定
部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処
理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を
行う構成要素の処理を行い、
　前記処理部が前記特定の処理の実行を停止するに際し、前記処理部は前記特定の処理に
おいて実行中であるデータが消失することがないように前記特定の処理の実行を停止する
ことを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項８】
　前記処理部において前記特定の処理が完了された後に前記特定の処理を停止することを
特徴とする請求項７記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項９】
　前記特定の処理に関するデータを記憶する記憶部を備え、前記処理部において特定の処
理が実行中であれば、前記特定の処理に関するデータを前記記憶部に記憶させ、前記記憶
部にデータが記憶された後に前記処理部は前記特定の処理を停止することを特徴とする請
求項７記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１０】
　データを転送するデータ転送部を備え、前記データ転送部によってデータが転送中であ
った場合、転送中であったデータを記憶部に一旦コピーし、転送中であったデータが前記
記憶部にコピーされた後、前記データ転送部はデータの転送を停止することを特徴とする
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請求項９記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記データ転送部におけるデータの転送が停止され、停止されたデータの転送を再開す
る際、実行停止されたデータ転送の情報と転送中にコピーされたデータを前記記憶部から
読み出し、前記データ転送部はデータの転送を行うことを特徴とする請求項１０記載の携
帯型超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型超音波診断装置に係り、特に、設置する際の利便性(設置性)に優れた
携帯型超音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置は、移動可能な台車に各種装置を搭載したワゴンタイプが主流で
あるが、可搬性に優れた携帯型の超音波診断装置が市場に流通している。例えば、ノート
タイプと呼ばれる携帯型超音波診断装置は、薄型の本体筐体に対して表示装置を備えた蓋
筐体を折りたたみ可能とする構造を備えている。
【０００３】
　携帯型超音波診断装置のバッテリの残量と閾値との比較結果に基づいて発生したアラー
ム信号を表示部に表示させることが行われている(例えば、特許文献1)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2009-273517号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献1では、携帯型超音波診断装置のバッテリの残量に基づいてアラーム信号を表
示することについて言及されているが、携帯型超音波診断装置の処理の実行中にバッテリ
から電源供給できない場合、実行中の処理が中断され、実行されている処理を完了するこ
とができない。例えば、携帯型超音波診断装置の外部にデータが転送中であれば、データ
の転送を完了することができない。そして、携帯型超音波診断装置がシャットダウンされ
てしまう。
【０００６】
　そのため、実行中の処理を継続することができなかったり、転送しているデータが消失
したりする恐れがあった。
【０００７】
　本発明では、バッテリから電源供給できない可能性があっても安全に利用することがで
きる携帯型超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的を達成するため、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの
接続状態を検出するアダプタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成
要素の処理を判定する処理判定部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有して
いる処理部と、を備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行
い、さらに、前記特定の処理を行う構成要素の処理を行い、前記特定の処理は、前記処理
部以外の構成要素の処理に比べて、時間がかかる処理であることを特徴とする。また、本
発明は、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダ
プタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処
理判定部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、
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前記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の
処理を行う構成要素の処理を行い、前記特定の処理は、処理時間が所定時間以上の処理で
あることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検
出するアダプタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を
判定する処理判定部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と
、を備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、
前記特定の処理を行う構成要素の処理を行い、前記特定の処理を行う構成要素を選択する
操作部を備えることを特徴とする。また、本発明は、バッテリと、各構成要素に電力を供
給するACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状
態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理判定部と、予め定められた特定の処理を行
う構成要素を有している処理部と、を備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各
構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処理を行う構成要素の処理を行い、前記ACア
ダプタがコンセントに接続されない場合、前記処理判定部は前記処理部に対して特定の処
理を実行停止させることを判定し、前記処理部は、前記特定の処理の実行を停止すること
を特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検
出するアダプタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を
判定する処理判定部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と
、を備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、
前記特定の処理を行う構成要素の処理を行い、前記ACアダプタがコンセントに接続されな
い場合、前記処理判定部は、前記処理部以外の構成要素に対して特定の処理以外の処理を
実行させることを判定し、処理部以外の構成要素は特定の処理以外の処理を実行すること
を特徴とする。また、本発明は、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの
接続状態を検出するアダプタ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成
要素の処理を判定する処理判定部とを備え、前記処理判定部が判定した処理に基づいて各
構成要素の処理を行い、各構成要素の処理において実行されなかった処理を記憶する記憶
部を備え、装置起動時に実行されなかった処理を再開することを特徴とする。また、本発
明は、バッテリと、各構成要素に電力を供給するACアダプタの接続状態を検出するアダプ
タ接続検出部と、前記ACアダプタの接続状態に基づいて各構成要素の処理を判定する処理
判定部と、予め定められた特定の処理を行う構成要素を有している処理部と、を備え、前
記処理判定部が判定した処理に基づいて各構成要素の処理を行い、さらに、前記特定の処
理を行う構成要素の処理を行い、前記処理部が前記特定の処理の実行を停止するに際し、
前記処理部は前記特定の処理において実行中であるデータが消失することがないように前
記特定の処理の実行を停止することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、バッテリから電源供給できない可能性があっても安全に利用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の携帯型超音波診断装置の外観図
【図２】本発明の携帯型超音波診断装置の構成図
【図３】本発明の処理判定部36の構成図
【図４】本発明の携帯型超音波診断装置の処理部38の構成図
【図５】本発明の実施例1の動作を示すフローチャート
【図６】本発明のバッテリ処理の動作を示すフローチャート
【図７】本発明の携帯型超音波診断装置の一表示形態を示す図
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【図８】本発明の終了処理の動作を示すフローチャート
【図９】本発明の起動再開処理の動作を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図1は、本発明の携帯型超音波診断装置の外観図である。図1に示すように、携帯型超音
波診断装置は、構造体として、主な処理機能を持つ装置を収納する本体筐体2と、操作者
が操作する操作部を備えたキーボード筐体4と、画像を表示する画像表示部を備えた表示
筐体6とを備えている。また、本体筐体2には、ケーブル8を介して、超音波を送受信する
超音波探触子12が接続されている。
【実施例１】
【００１４】
　図2は、携帯型超音波診断装置の構成を示すブロック図である。図2に示すように、携帯
型超音波診断装置には、被検体10に当接させて超音波を送受信する超音波探触子12と、超
音波探触子12を介して被検体10に時間間隔をおいて超音波を繰り返し送信させる送信部14
と、被検体10から反射された超音波を反射エコー信号として受信する受信部16と、送信部
14と受信部16を制御する超音波送受信制御部18と、受信部16で受信された超音波に基づく
反射エコー信号を整相加算する整相加算部20とが備えられている。
【００１５】
　また、携帯型超音波診断装置には、整相加算部20で整相加算され作成されたRFフレーム
データに基づいて被検体10の断層画像、例えば白黒の断層画像を構成する断層画像構成部
22と、画像表示部26の表示に合うように断層画像を調整し、断層画像と他の画像を重ね合
わせたり、並列に表示させたりして合成を行う画像合成部24と、画像合成部24から出力さ
れた画像を表示する画像表示部26とが備えられている。
【００１６】
　また、携帯型超音波診断装置は、各構成要素に電力を供給するバッテリ30と、バッテリ
30の温度を検出するバッテリ温度検出部32と、バッテリ30の残量を検出するバッテリ残量
検出部34と、各構成要素に電力を供給するとともにバッテリ30を充電させるためのACアダ
プタ40と、ACアダプタ40がコンセントに接続され、ACアダプタ40により各構成要素に電力
が供給されること、又はバッテリ30を充電していることを検出するアダプタ接続検出部42
とを備えている。
【００１７】
　各構成要素とは、携帯型超音波診断装置を構成する構成要素を示すものであり、主に、
図2において図番が付された要素(例えば、送信部14、受信部16、超音波送受信制御部18、
整相加算部20、断層画像構成部22、画像合成部24、処理部38など)である。
【００１８】
　また、携帯型超音波診断装置は、ACアダプタ40の接続状態に基づいて処理部38の処理手
法について判定する処理判定部36を備え、処理判定部36の判定された処理に基づいて各構
成要素(処理部38と処理部38以外の構成要素)の処理を行う。また、処理判定部36の判定さ
れた処理に基づいて特定の処理を行う処理部38と、処理判定部36の判定情報、処理部38又
は処理部38以外の構成要素の処理情報などを記憶する記憶部80を備えている。
【００１９】
　さらに、携帯型超音波診断装置には、操作部44と、操作部44の指示に基づく制御情報を
各構成要素に伝達する制御部46とが備えられている。
【００２０】
　ここで、携帯型超音波診断装置の各構成要素についてさらに詳細に説明する。超音波探
触子12は、複数の振動子を配設して形成されており、被検体10に振動子を介して超音波を
送受信する機能を有している。
【００２１】
　送信部14は、超音波探触子12を駆動して超音波を発生させるための送波パルスを生成す
るとともに、送信される超音波の収束点をある深さに設定する機能を有している。また、
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受信部16は、超音波探触子12で受信した超音波に基づく反射エコー信号について所定のゲ
インで増幅してRF信号すなわち受波信号を生成するものである。整相加算部20は、受信部
16で増幅されたRF信号を入力して位相制御し、一点又は複数の収束点に対し超音波ビーム
を形成してRFフレームデータを生成するものである。
【００２２】
　断層画像構成部22は、整相加算部20からのRFフレームデータを入力してゲイン補正、ロ
グ圧縮、検波、輪郭強調、フィルタ処理等の信号処理を行い、断層画像を構成するもので
ある。
【００２３】
　操作部44は、各種キーを有したキーボードと、トラックボール等からなる。操作部44の
トラックボールを回転させることによって、例えば、制御部46は断層画像の表示領域の範
囲を調整する。そして、操作部44のキーボードの確定キーを押すことによって、制御部46
は調整された領域を確定する。そして、制御部46は、設定された表示領域の位置情報を画
像合成部24に伝達する。画像合成部24は、表示領域に基づく断層画像を画像表示部26に表
示させる。
【００２４】
　ACアダプタ40は、交流の電力を入力して所定の電力を出力するものである。ACアダプタ
40は、バッテリ30を充電する機能と各構成要素に電力を供給する機能を有している。ACア
ダプタ40をコンセントに接続すると、ACアダプタ40は各構成要素とバッテリ30とに電気的
に接続されることになる。
【００２５】
　バッテリ温度検出部32は、バッテリ30の温度を検出する機能を有している。具体的には
、バッテリ温度検出部32は、バッテリ30の表面の所定の対象に貼り付けられ、バッテリ30
を構成するセルにおけるセル温度を検出している。バッテリ残量検出部34は、バッテリ30
の残量を検出する機能を有している。具体的には、バッテリ残量検出部34は、バッテリ30
の残電圧を測定することによりバッテリ30の残量を検出する。なお、バッテリ温度検出部
32とバッテリ残量検出部34は、バッテリ30に内蔵されていてもよい。
【００２６】
　ここで、処理判定部36について、図3を用いて説明する。処理判定部36は、バッテリ30
の温度閾値を記憶する温度閾値記憶部50と、温度閾値記憶部50に記憶された温度閾値とバ
ッテリ温度検出部32で検出されたバッテリ30の温度を比較する温度比較部52と、バッテリ
30の残量閾値を記憶する残量閾値記憶部54と、残量閾値記憶部54に記憶された残量閾値と
バッテリ残量検出部34で検出されたバッテリ30の残量を比較する残量比較部56と、アダプ
タ接続検出部42によって検出されるACアダプタ40の接続状態に基づいて処理部38の処理手
法について判定する判定部58を有している。
【００２７】
　また、処理部38について、図4を用いて説明する。処理部38は、予め定められた特定の
処理を行う構成要素を有している。記憶部80は予め定められた特定の処理を記憶している
。
【００２８】
　特定の処理とは、バッテリ30から電源供給できない可能性があるときに実行できなくな
る可能性がある処理である。特定の処理は、処理部38以外の構成要素の処理(例えば、断
層画像構成部22による断層画像の構成など)の通常の処理に比べて、時間がかかる処理で
ある。例えば、特定の処理は処理時間が所定時間(T秒)以上の処理である。Tは任意であり
、操作部44によって設定することができる。操作部44で設定された所定時間(T秒以上)に
よって処理判定部36(判定部58)は特定の処理を定めることができる。具体的には、所定時
間(T秒以上)の時間がかかると想定される処理が特定の処理として定められる。
【００２９】
　処理部38は、例えば、断層画像構成部22からの断層画像に基づいて3次元画像を構成す
る3次元構成部60、断層画像構成部22からの断層画像を用いて、例えば領域抽出などを用
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いた計測を行う計測解析部62、断層画像構成部22からの断層画像に基づくデータを携帯型
超音波診断装置の外部に転送するデータ転送部64、断層画像構成部22からの断層画像に基
づくデータを記憶媒体に書込むデータ書込部66の少なくとも１つ以上を備えている。なお
、断層画像に基づくデータは、RFフレームデータであってもよい。また、記憶媒体は、US
Bメモリ、DVD-RAMなどの媒体である。
【００３０】
　処理部38における、3次元構成部60、計測解析部62、データ転送部64、データ書込部66
の複数の処理の内、特定の処理を行う構成要素を操作部44によって選択することもできる
。例えば、携帯型超音波診断装置の外部に転送しているデータを消失することを防ぐため
には、データ転送部64を操作部44によって選択する。よって、処理判定部36(判定部58)は
データ転送を特定の処理として定めることができる。
【００３１】
　ここで、携帯型超音波診断装置における本実施例の動作について図5を用いて説明する
。
【００３２】
　(S100)
　まず、アダプタ接続検出部42によってACアダプタ40の接続状態を検出する。具体的には
、アダプタ接続検出部42は、ACアダプタ40から各構成要素に供給される電力に基づいてAC
アダプタ40がコンセントに接続されているかどうかを検出する。
【００３３】
　(S102)
　ACアダプタ40がコンセントに接続され、各構成要素に電力が供給される場合、ACアダプ
タ40により各構成要素に電力が供給されているとともに、バッテリ30を充電していること
になる。よって、ACアダプタ40がコンセントに接続されている場合、バッテリ30から電源
供給できなくなる可能性はないため、処理判定部36(判定部58)は処理部38に対して全ての
処理を実行させることを判定する。そして、処理部38は、全ての処理を実行する。同様に
して、処理部38以外の構成要素も全ての処理を実行する。
【００３４】
　(S104)
　ACアダプタ40がコンセントに接続されず、バッテリ30によって各構成要素に電力が供給
される場合、処理判定部36(判定部58)は、バッテリ30から電源供給できなくなる可能性が
あるため、処理部38に対して予め定められた特定の処理を実行停止させることを判定する
。処理部38は、特定の処理の実行を停止する。記憶部80は、実行停止された特定の処理を
記憶する。
【００３５】
　処理部38が特定の処理の実行を停止するに際し、処理部38は特定の処理において実行中
であるデータが消失することがないように特定の処理の実行を停止する。具体的には、処
理部38が特定の処理が完了された後に特定の処理を停止する。処理部38において特定の処
理が実行中であれば、特定の処理に関するデータを記憶部80に記憶させ、記憶部80にデー
タが記憶された後に処理部38は特定の処理を停止する。
【００３６】
　例えば、データ転送部64によってデータが転送中であった場合、転送中であったデータ
を記憶部80に一旦コピーする。そして、転送中であったデータが記憶部80にコピーされた
後、データ転送部64はデータの転送を停止する。よって、転送中のデータを消失すること
がなくなる。また、データ転送部64によって複数のパッケージ単位(組単位)でデータが転
送されている場合、パッケージ単位でデータの転送を完了させた後に、データ転送部64は
データの転送を停止する。よって、パッケージ単位で転送中のデータを消失することがな
くなる。パッケージとは、1つのあるデータが複数のデータで構成されていることを意味
する。つまり、複数のデータで構成されるデータの組の単位がパッケージ単位となる。
【００３７】
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　同様にして、データ書込部66によってデータがUSBメモリ、DVD-RAMなど記憶媒体に書込
中であった場合、書込中であったデータを記憶部80に一旦コピーする。そして、書込中で
あったデータが記憶部80にコピーされた後、データ書込部66はデータの書込中を停止する
。よって、書込中のデータを消失することがなくなる。また、データ書込部66によって複
数のパッケージ単位でデータが書込されている場合、パッケージ単位でデータの書込を完
了させた後に、データ書込部66はデータの書込を停止する。よって、パッケージ単位で書
込中のデータを消失することがなくなる。
【００３８】
　計測解析部62による計測データ若しくは画像データが削除中である場合、削除対象の計
測データ若しくは画像データを完全に削除する。具体的には、記憶部80に記憶されたある
データが削除中であった場合、そのデータが完全に削除された後、データの削除が停止さ
れる。
【００３９】
　また、計測解析部62による計測データ若しくは画像データがパッケージ単位で削除中で
ある場合、パッケージ単位で計測データ若しくは画像データを完全に削除する。具体的に
は、記憶部80に記憶されたあるデータがパッケージ単位で削除中であった場合、そのデー
タが属するパッケージにおける他の複数のデータを全て削除する。そして、パッケージ単
位でデータが削除された後、データの削除が停止される。つまり、パッケージ単位で複数
のデータを削除するため、パッケージにおけるデータの削除残りが生じない。
【００４０】
　処理部38が特定の処理を中断した場合、中断された特定の処理の項目を画像表示部26に
表示させ、特定の処理が途中されたことを操作者に通知することができる。操作者は、特
定の処理が途中で中断されたこと認識することができる。
【００４１】
　つまり、ACアダプタ40がコンセントに接続されない場合、処理判定部36(判定部58)は処
理部38に対して特定の処理を実行停止させることを判定し、処理部38は、特定の処理の実
行を安全に停止する。
【００４２】
　(S106)
　処理判定部36(判定部58)は、ACアダプタ40がコンセントに接続されない場合、処理部38
以外の構成要素に対してバッテリ用処理を実行させることを判定する。処理部38以外の構
成要素はバッテリ用処理を実行する。バッテリ用処理とは、特定の処理以外の処理であり
、特定の処理に比べて時間がかからない処理である。例えば、断層画像構成部22による断
層画像の構成などの通常の処理がバッテリ用処理に含まれる。
【００４３】
　つまり、ACアダプタ40がコンセントに接続されない場合、処理判定部36(判定部58)は、
処理部38以外の構成要素に対して特定の処理以外の処理を実行させることを判定し、処理
部38以外の構成要素は特定の処理以外の処理を実行する。
【００４４】
　次に、S106のバッテリ用処理の動作について図6を用いて説明する。
【００４５】
　(S200)
　温度比較部52は、温度閾値記憶部50に記憶された温度閾値とバッテリ温度検出部32で検
出されたバッテリ30の温度を比較し、温度閾値よりバッテリ30の温度が低い場合、処理判
定部36(判定部58)はバッテリ30が正常であり、バッテリ用処理が可能であると判定する。
そして、S202に進む。逆に、温度閾値よりバッテリ30の温度が高い場合、処理判定部36(
判定部58)はバッテリ30が異常であり、バッテリ用処理が不可能であると判定する。そし
て、S210に進む。
【００４６】
　温度閾値は、バッテリ30の劣化を促進させてしまう温度に基づいて設定される。操作部
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44により任意に温度閾値を設定し、温度閾値記憶部50に記憶させることができる。例えば
、温度閾値を50℃と設定することができる。
【００４７】
　バッテリ温度検出部32は、所定時間の間隔でバッテリ30の温度を検出する。所定時間の
間隔とは、数秒の間隔、例えば、5秒の間隔である。バッテリ温度検出部32において所定
時間の間隔でバッテリ30の温度が検出される毎に、温度比較部52は、温度閾値記憶部50に
記憶された温度閾値とバッテリ温度検出部32で検出されたバッテリ30の温度を所定時間の
間隔で比較する。
【００４８】
　(S202)
　残量比較部56は、残量閾値記憶部54に記憶された残量閾値とバッテリ残量検出部34で検
出されたバッテリ30の残量を比較し、残量閾値よりバッテリ30の残量が高い場合、処理判
定部36(判定部58)はバッテリ30が正常であり、バッテリ用処理が可能であると判定する。
そして、S204に進む。逆に、残量閾値よりバッテリ30の残量が低い場合、処理判定部36(
判定部58)はバッテリ30が異常であり、バッテリ用処理が不可能であると判定する。そし
て、S210に進む。
【００４９】
　残量閾値は、バッテリ用処理が可能であるバッテリ30の残量に基づいて設定される。バ
ッテリ用処理が可能であるバッテリ30の残量とは、特定の処理に比べて時間がかからない
処理が行うことができる程度の残量である。操作部44により任意に残量閾値を設定し、残
量閾値記憶部54に記憶させることができる。例えば、残量閾値を10パーセントと設定する
ことができる。
【００５０】
　バッテリ残量検出部34は、バッテリ30の温度を検出する所定時間の間隔と同じ間隔でバ
ッテリ30の残量を検出する。バッテリ残量検出部34において所定時間の間隔でバッテリ30
の残量が検出される毎に、残量比較部56は、残量閾値記憶部54に記憶された残量閾値とバ
ッテリ残量検出部34で検出されたバッテリ30の残量を所定時間の間隔で比較する。
【００５１】
　つまり、温度比較部52と残量比較部56は、それぞれ同じ所定時間の間隔でバッテリ30の
温度と残量を比較することになる。そして、残量比較部56は、当該所定時間の間隔で同時
にバッテリ30の状態を判定することになる。よって、バッテリ30の状態をバッテリ30の各
パラメータで漏れなく判定することができる。
【００５２】
　(S204)
　記憶部80は、処理部38の現設定状態を記憶する。S104において実行停止された特定の処
理について記憶部80は記憶する。例えば、携帯型超音波診断装置の外部にデータを転送し
ていたことがS104において実行停止されたのであれば、データ転送部64によってデータ転
送していたことを記憶部80は記憶する。
【００５３】
　(S206)
　処理部38以外の構成要素はバッテリ用処理を実行する。処理部38以外の構成要素は、特
定の処理以外の処理を実行する。バッテリ用処理は、特定の処理に比べて時間がかからな
い処理であるので、比較的短時間(T秒以内)で処理が終わる。
【００５４】
　処理判定部36(判定部58)は、処理部38以外の構成要素に対してバッテリ用処理を実行さ
せることを判定してバッテリ用処理が実行中である場合、特定の処理以外の処理であるバ
ッテリ用処理情報を画像表示部26に表示させる。
【００５５】
　具体的には、画像表示部26は、図7に示すように、特定の処理以外の処理であるバッテ
リ用処理中であることを示すマーク70を画像の端部に表示する。よって、操作者は、バッ
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テリ用処理が実行されていることを認識することができるとともに、バッテリ30から電源
供給できなくなる可能性があることを認識することができる。
【００５６】
　(S208)
　特定の処理以外の処理が複数あれば、処理判定部36(判定部58)は、バッテリ用処理が残
っているかどうか判定する。バッテリ用処理が残っている場合、S200に進む。そして、バ
ッテリ30の温度及び残量がS200とS202の条件を満たす範囲でバッテリ用処理が継続される
。S200とS202の条件を満たすほどバッテリ用処理が残っていない場合、バッテリ用処理は
終了する。そして、携帯型超音波診断装置の終了処理を行うことができる。
【００５７】
　(S210)
　図示しない警告情報作成部は、処理判定部36(判定部58)の判定結果に基づいて警告情報
を作成する。警告情報作成部は、バッテリ30の残量が不足している、又はバッテリ用処理
を行うことができないというメッセージを画像表示部26に表示させたり、バッテリ30に充
電を促すメッセージを画像表示部26に表示させたりする。
【００５８】
　画像合成部24は、処理判定部36(判定部58)の判定結果に基づいて、温度閾値よりバッテ
リ30の温度が高い場合、若しくは残量閾値よりバッテリ30の残量が低い場合、画像表示部
26に表示される断層画像をフリーズさせることもできる。また、処理判定部36(判定部58)
の判定結果に基づいて、温度閾値よりバッテリ30の温度が高い場合、若しくは残量閾値よ
りバッテリ30の残量が低い場合、超音波送受信制御部18が超音波を送受信しないように制
御することもできる。
【００５９】
　つまり、処理判定部36(判定部58)の判定結果に基づいて、携帯型超音波診断装置を省電
力モードに切り替えることもできる。そのため、携帯型超音波診断装置の使用時間を延ば
すことができる。
【００６０】
　(S212)
　携帯型超音波診断装置の終了処理を実行する。終了処理は、実行中の処理があっても安
全に携帯型超音波診断装置を自動でシャットダウンする処理である。詳細は後述する。そ
して、携帯型超音波診断装置の終了処理が実行されたら、バッテリ用処理は終了する。
【００６１】
　次に、S212の携帯型超音波診断装置の終了処理の動作について図8を用いて説明する。
【００６２】
　(S300)
　処理部38以外の構成要素における実行中の処理を実行停止されたバッテリ用処理として
記憶部80は記憶する。特定の処理以外の処理が複数あれば、それぞれの処理をバッテリ用
処理として記憶部80は記憶する。
【００６３】
　(S302)(S304)
　処理部38以外の構成要素は、実行中の処理を中断し、アプリケーションを終了する。特
定の処理以外の処理が複数あれば、それぞれの処理を中断し、それぞれのアプリケーショ
ンを終了する。
【００６４】
　(S306)
　実行中の処理を中断し、アプリケーションを終了したら、携帯型超音波診断装置のシャ
ットダウンを実行する。携帯型超音波診断装置の終了処理が完了する。よって、実行中の
処理があっても安全に携帯型超音波診断装置を自動でシャットダウンすることができる。
【００６５】
　以上、本発明によれば、バッテリ30と、各構成要素に電力が供給するACアダプタ40の接
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続状態を検出するアダプタ接続検出部42と、ACアダプタ40の接続状態に基づいて各構成要
素の処理を判定する処理判定部36(判定部58)とを備え、処理判定部36(判定部58)の判定さ
れた処理に基づいて各構成要素(処理部38と処理部以外の構成要素)の処理を行う。よって
、バッテリ30から電源供給できない可能性があっても携帯型超音波診断装置を安全に利用
することができる。
【実施例２】
【００６６】
　ここで、実施例2について、図9を用いて説明する。実施例1と異なる点は、携帯型超音
波診断装置の終了処理までに実行されなかった処理を起動時に再開する点である。
【００６７】
　(S400)
　S104において実行停止された特定の処理を記憶部80は記憶している。また、S300におい
て実行停止されたバッテリ用処理を記憶部80は記憶している。つまり、記憶部80において
実行されなかった処理が記憶されている。実行されなかった処理を記憶部80から読み出し
、実行されなかった処理を画像表示部26に表示させる。操作者は、実行されなかった処理
を認識することができる。
【００６８】
　実行されなかった処理があった場合、S402に進む。実行されなかった処理がなかった場
合、起動再開処理は終了する。
【００６９】
　(S402)
　操作者は、実行されなかった処理について再開するかを操作部44で選択する。処理部38
において特定の処理を実行したい場合、ACアダプタ40がコンセントに接続され、各構成要
素に電力が供給されることが必要になる。操作者はACアダプタ40をコンセントに接続させ
ることにより、処理部38において特定の処理の再開が可能になる。
【００７０】
　処理部38以外の構成要素はバッテリ用処理を実行したい場合、ACアダプタ40がコンセン
トに接続され、各構成要素に電力が供給されること、又はS200とS202の条件を満たす必要
がある。操作者はACアダプタ40をコンセントに接続させること、又はバッテリ30を充電さ
せることにより、処理部38以外の構成要素においてバッテリ用処理の再開が可能になる。
【００７１】
　(S404)
　S104において処理部38で実行停止された特定の処理を再開する。例えば、S104によって
、データ転送部64におけるデータの転送が停止された場合、停止されたデータの転送を再
開する際、実行停止された特定の処理(データ転送)の情報と転送中にコピーされたデータ
を記憶部80から読み出し、データ転送部64はデータの転送を行う。データ転送部64におけ
る複数のパッケージ単位でデータの転送が停止された場合、転送中にパッケージ単位でコ
ピーされたデータを記憶部80から読み出し、データ転送部64はパッケージ単位のデータの
転送を行う。
【００７２】
　同様にして、データ書込部66におけるデータの書込が停止された場合、実行停止された
特定の処理(データ書込)の情報と書込中にコピーされたデータを記憶部80から読み出し、
データ書込部66はUSBメモリ、DVD-RAMなど記憶媒体へデータの書込を再開する。データ書
込部66における複数のパッケージ単位でデータの書込が停止された場合、書込中にパッケ
ージ単位でコピーされたデータを記憶部80から読み出し、データ書込部66はUSBメモリ、D
VD-RAMなど記憶媒体へパッケージ単位のデータの書込を再開する。
【００７３】
　また、計測解析部62による計測データ若しくは画像データが削除中である場合、若しく
は記憶部80に記憶されたデータが削除中であった場合、実行停止された当該データの削除
が再開される。
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【００７４】
　また、処理部38が特定の処理を再開した場合、再開された特定の処理の項目を画像表示
部26に表示させ、特定の処理が再開されたことを操作者に通知することができる。操作者
は、中断された特定の処理が再開されたこと認識することができる。
【００７５】
　また、S300において処理部38以外の構成要素で実行停止されたバッテリ用処理を再開す
る。
【００７６】
　よって、本実施例によれば、各構成要素の処理において実行されなかった処理を記憶す
る記憶部を備え、装置起動時に実行されなかった処理を再開する。よって、携帯型超音波
診断装置の終了処理までに実行されなかった処理を起動時に再開することができる。
【符号の説明】
【００７７】
　2　本体筐体、4　キーボード筐体、6　表示筐体、8　ケーブル、10　被検体、12　超音
波探触子、14　送信部、16　受信部、18　超音波送受信制御部、20　整相加算部、22　断
層画像構成部、24　画像合成部、26　画像表示部、30　バッテリ、32　バッテリ温度検出
部、34　バッテリ残量検出部、36　処理判定部、38　処理部、40　ACアダプタ、42　アダ
プタ接続検出部、44　操作部、46　制御部

【図１】 【図２】
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